







































                                                             
1 本論で内モンゴルの東端に位置する「赤峰市」、「通遼市」、「興安盟」を合わせて東部
地域と表現する。 

































































                                                             
5 「牧畜的家畜」に含まれない家畜、ブタとニワトリなどの家畜である。 
6 内モンゴルの西部地域に位置し、主な生業は牧畜業である。 
































































                                                             
7 ウマをつかむために使う、細長い棒に紐をつけた道具。 





写真 3-1: ウマ取り竿でブタを捕まえる風景 
（2015 年 5 月 1 日、筆者撮影） 
 
 
写真 3-2: 拘束され作業台に載せられたブタ 
















































とができる。毛剃りは一般に、2 人の男性によって行われる他に、作業補助者 1 人
が必要とされる。 
 
写真 3-3: ブタの毛をこそぐのに使われる柄杓 






写真 3-4: ブタの体についた汚れをとるための石 
     （2015 年 5 月 1 日、筆者撮影） 
































































写真 3-5: 解体したブタの胃・腸・肺臓など 
















写真 3-6: ナベで茹でられる内臓と肉 



















写真 3-7: 腸に血を流し込んでいるところ 





















写真 3-8: ナベで茹でられる腸詰 




















写真 3-9: 茹でられた肉と内臓  
（2015 年 5 月 1 日、筆者撮影） 
 
 
写真 3-10: 屠畜日に出された料理 
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